
ゲ

昭和44年度指定調査研究総合助成事業

底魚資源調査報告書

(メグイ･キンメダイ）

東水試出版物通刊第２０４号

昭和４５年３月

東京都水産試験場



目 次

概要……､.･･･…………….…････….．…..………．.……・・１

１メダイ資源調査……－…………………….．……･……………・１

l伊豆諸島近海の流れ藻に付随するメダイ幼魚…･…･…･…１

２メダイ幼魚の食性……･…･…………..…･………………･…４

３産卵期と生物学的最小形…･…………..…..…･･･………….５

４標識放流……･…….．…….｡-.……･………．｡………．．６

５輪紋の形成時期について（補遺）．．………..……･………・８

６要約．｡………….．………･･･…･……･……………１０

７残された問題点と解決方針……………・…………･………・１１

主要参考文献……・………･……･……･………………････１２

指導および助言者，調査担当者…………･……･…………・１２

Ⅱキンメダイ資源調査．.……･…'………･……･…………･…･…１４

１三七礁の漁場形成……･…･………..….….．…･….．………・・１４

２三七礁におけるキンメダイの尾叉長組成.………･….．…・・１４

(i）



概要

本調査は昭和４２年度より開始し，本年度をもって３年目を終了した。初年度においては伊豆諸

島近海の底魚類全般について過去の資料も含めて調査を行ない，主要漁場の形態と環境．漁況変動

・主要底魚類の分布及び尾叉長と体重の関係等多くの知見を得た。

２年度においては，これら重要底魚類のうち，日本各地に広く分布し，伊豆諸島海域での漁獲も

多く，近年市場性も高くなってきたメダイを中心に，キンメダイと合わせて調査した。メダイに関

しては漁場，年令と成長，成魚の食性．標識放流による移動等多くの知見を得た。キンメダイにつ

いてはイナンパＮＥ礁を主体に漁場環境の調査を行なった。

本年度はこれらの知見にもとづいて，メダイについては資源補給に関する機構を解明すべ〈，流

れ藻に付随するメダイ幼魚の生態，産卵期と生物学的最小形．標識放流による移動等の調査を行な

った。キンメダイについては引続き三七樵の漁場環境調査を行なった。

Ｉ〆タイ資源調査

Ｌ伊豆諸島近海の流れ藻に付随するメダイ幼魚

目的

メダイはその幼期の一定期間，流れ藻に付随していることが知られている。メダイ資源の補

給について解明するには，補給源としてのこれら幼魚の生態を知ると共に，その拡散※を究明

することが必要となる。

当分場では，伊豆諸島近海のメダイ資源の補給は，黒潮により北流する流れ藻に付随する幼

魚であるという推定のもとに，島しょ近海の流れ藻に付随するメダイ幼魚の調査を行なった。

材料と方法

流れ藻と幼魚の採集は船上よりクモ網（一辺９７ｍ）により行ない,流れ藻の大きい場合は

「重き網」第１図を使用した。採集に従事した船舶は指導船「やしお」（１３．７８トン）と調

査船「かもめ」（１．２７トン）で，調:査海域は三宅島～大島近海とした。この外，毎日の定置

観測を行なっている大島トウシキにおいて，流れ藻かあった場合はクモ網により採集を行なっ

た。採集を行なうにあたっては，海藻のみでなく，陸起源の漂流物（ポリパケン・ビニール片

・木片等）についても，船上より観察して魚群がみえた場合は．採集を行なった。

なお，当初は採集用具の取扱の不'慣れと不備により充分な採集は出来なかった。また「まき

網」も試作段階なので，この目的にかなったものではなかった。

※標識をつけた幼魚を黒潮流域にて放流，詳細については標識放流の項にて述べる。
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第１図試作したまき網

結果

出現時期

流れ藻が伊豆諸島近海に多く見られるのは通常４月以降７月頃までである。昭和４４年４

月から７月までの採集の結果,伊豆諸島近海の流れ藻に付随する魚類:相は第１表の通りであ

D，魚類以外の動物相は第２表の通りであった。

第１表流れ藻に付随する魚類相
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魚類のうち出現数（採集

数）の多かったのはプリ

（４～５月ルウマズラハ

ギ（５～６月），インダイ

（６月）であった。

、メダイの出現時期は，昭

和４５年１月現在の調査結

果（昭和４５年２月・３月

の調:査が残されている。）

では１月，４～６月であっ

た。採集尾数は昭和４４年

４月に新島羽伏浦沖で４尾，

５月に大島周辺で３尾，６

月に同じく大島周;辺で２８

尾，昭和４５年１月に大島

泉津沖で６尾であった。最

も多く出現すると思われる

月は，昭和４４年６月１３

日大島千波沖にて流木に付

随しているメダイ幼魚の大

群を見ている例を始めとし

て，その他漂流物について

いる幼魚を多く見ているこ

とから，６月であろうと推

測出来る。なお，このこと

については，さらに４５年

度においても調査を継続し

第２表流れ藻に付随する魚類以外の動物梱
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第２図メダイ幼魚の月別尾叉長

てゆきたい。

採集したメダイ稚仔の月月梶叉長の変化は第２図のとおりであった。

論議

メダイ稚仔は内田．庄島’)，庄島．植木２)によると，福岡県漢屋崎l’

６月，広崎３)によると，江の島近海では３月・５～６月に出現したと！

よると，福岡県漢屋崎附近では２～３月と５～

５～６月に出現したと報告しており７月以降に
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ついては報告されていたい。伊豆諸島近海においても７月以降になるとまったく幼魚の姿が見

えなくなることから，この時期に中～深層に移行するものと考えられる。しかし，６月に採集

されたメダイ幼魚の大きさは，内田，庄島によると全長５５〃"～７５”，広崎によると全長

７５”～７８”，また伊豆網代の大敷網に入った報告4)|されているものは全長４４”と８０ｍｍ

であり，今回の調査では９０iIzjIz～２１４jmJIMとまったくその大きさが異左っている。従って中～

架層に移行する要因は不明であるが，メダイ幼魚を蓄養すると６月下旬から７月中旬にかけて

蕊死魚が多くなる５)ことから表面水温も一つの大きな要因と考えられる。成魚においても鱗紋

のひとつが，５～６月頃に形成ざれ6生後０５年前後と考えられる幼魚が中~鵬に移行け

ると推測される時期と一致することからメダイの生活史を知る－つの手がかりとなるであろう。

2．メダイ幼魚の食性

一般に稚魚は成長に伴い，食性が転換･することか知られている。本調査もメダイ幼魚の食性

転換と深処移行との関係を明らか［すべく行なった。

材料と方法

流れ藻調査中採集したメダイ幼魚のうち，採集后直ちにホルマリン固定したもの’４尾

（３６～l00jz〃）紀州沖で標識放流用として，モジヤコ業者が採集したもののうち，直ちに

固定したも①９尾（６１～１００”）青ヶ島近海で夜間灯火に集董つたものをタモ網で採集

したもの７尾（４７～l38jm願）のそれぞれの冑内容を双眼実体顕微鏡下で調べた。

結果

今回の調査では調査出来た個体が３０個体と数が少を〈，大型の個体※の観察もないので，

成長に伴う食性の転換を明確に出来なかったが，調査した範囲では大体次の様な傾向がみられ

た。

尾叉長５０ｍまでは他種の魚と同様にｃｏｐｅｐｏｄａが圧到的に多く出現する。５０""を越

えるとｓａｇｉｔｔａの出現率が高くなり，８０jlzJ7mぐらいまではｃｏｐｅｐｏｄａと共にみられ，

８０加加を越すとｃｏｐｅｐｏｄａはみられなくなる。ｃｏｐｅｐｏｄａはｃａｌａｎｕｓｆｉｎｍａ

ｒｃｈｉｃｕｓが多かった。井田らの報告によると，体長５７ﾉﾘ､～２６４jizJmのメダイ幼魚の食性

はｆｉｓｈｌａｒｖａ，ｆｉｓｈｅｇｇ，ｃｏｐｅｐｏｄａ，ｍａｃｒｕｒａ，その他となってい

る。本調査においても一例ではあるが４月２９日新島羽伏浦で採集した幼魚３尾（尾叉長４３

～８３”）の冑内容に，メジナの稚魚２１尾（尾叉長１９～２７"〃）が見いだされた。このこ

とから何らかの機繍会に`恵まれれば，他魚の幼魚も食べるものと,思われる。

※１００噸～３００噸流れ藻に付随しているメダイ椎仔で報告されている最大のものは

３０８ｍであった。
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3．産卵期と生物学的最小形

資源補給，資源保護に関しては，流れ藻の幼魚と共に，生物学的最小形，産卵生態，初期

発生を解明しなければならない。今回の調査もこれらの究明を行なうべく実施した。

材料と方法

７月から１月に至る間，毎月４～１３尾の観察を行走った。調査対象となるものは大型個

体であるため当分場所属の指導船「あず主」，「やしお」，作業船「かもめ」の漁獲したも

のを主体とし不足分については波浮魚市場，八丈島三根漁協より購入した。調査個体数は，

７９尾（尾叉長３７０～７６０mzmm），このうち雄３９尾，雄３２尾，不明８尾であった漁

場は１１日分のみが鳥島近海で他は八丈島以北の漁場で水揚げされたものである。

結果

産卵期

調査個体数少なく明確ではないが，尾叉長６００～７００""以上のＫ０値の変化は第３図

の通りである。

１０月からＫｑの値が急に高

くなっていること。１２月には

放卵後の個体がみられること，

１月には４０ｍ前後の幼魚が出

現することなどから，産卵期は

１１月～１月と推定できる。

生物学的最小形

尾叉長を１０mzjm単位で区切

り,Ｋｃ１の変化と生殖腺の変化

状況をみてゆくと，尾叉長５００

噸未満のもの（推定年令２才以

下）はまず産卵に加わらないも

のと思われる。また，尾叉長

実に産卵する。尾叉長５００～

明確ではないが，この大きさで

-３
ｘＩＯ

Ｚ

Ｉ
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第３図Ｋ０値の月別変化ｏＥＬ６００～７００下）はまず産卵に加わらないも
．Ｆ、Ｌ７００以上

のと思われる。また，尾叉長

６００１lzjiiを越えるもの（推定年令４～５才以上）のものは確実に産卵する。尾叉長５００～

６００”（推定年令３～４才）のものは調査個体数が少なく明確では左いが，この大きさで

生物学的最小形に達するものかと推測できる。しかしこのことについては，さらに調査を継

続してゆきたい。

卵の形態と孕卵数

これら調査個体のうち１月１５日大室出し漁;場において，底刺網で漁獲されたメダイ（尾

５



叉長６７８１ｍ体重５．５Ｋ,）から完熟卵が流出した｡この未受精卵の形態は次の通りである。

卵径１．２～Ｌ３ｊｉｍ，油球は１ケ（径０．３imJm川油球の色は黄金色で卵膜には不定型の網目

構造がみられた。卵黄は無色透明，卵黄粒はわずかに認められる。卵膜腔は狭い。また，同

時に漁獲されたメダイ（尾叉長６９２iizim〆体重6.6K，，生殖腺重量７００牙，Ｋ０２．１１×

１０－３）の卵巣中の完熟卵と重量法により推定すると５０～６０万粒であった。

4．標識放流

材料と方法

供試魚は三重県浜島水試の斡旋で，モンヤコ採集業者によって採集されたも①１２７６尾

を指導船「あずま」によって運(般したものを用いた。放流は大別して黒潮流域での放流（以

下沖合放流という。）と大島地先での放流（以下地先放流という｡）の二通りを行伝った。

使用した標識および:標識の取付部位は第４図の通りである。

些一ﾙ千つ。

７・ﾗｽ劣刎Ｅｕ

径13ｍｍ

齢０２mｍ

９

第４図標識及び標識取付部位

沖合放流

放流は三重県浜島

からメダイ運搬途上

の昭:木'－１４４年５月

３１日，御前崎南西

約３０海里沖の．

３４．－１８′Ｎ，

５。

ＩＬＯ

3０

ＺＯ

１３７｡`－４３′ＥＣＤ地Ｉ。

点で行なった。放流

魚は運搬中の１，２７６

尾の左かから大型の

'５ ２０ ２５ ３０ｃｍ

第５図沖合放流したメダイ幼魚の尾叉長組成
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もの３１２尾（尾叉長l43iizjlZ～２８８jiMjm，平均l981IzJIz）を選び放流した。放流に際して

は，黒潮流域の流れ藻につける予定であったが，当日は北西の風強〈，流れ藻も見え左かつ

だので，黒潮が流去していると思われる地点で放流した。なお，放流魚の尾叉長組`成は第５

図の通りである。

再浦；桔果

放流した翌日の６月１日，金州漁場で俸受網により１尾（尾叉長２２０jizJm，体重１８５牙）,金州漁場で俸受網により１尾（尾叉長２２０iizJm，

移動距離は３９海里，５３ＫＭであった。再捕されたのみである。

ざ:)/らb希

御歯燭

鼻zli燭：

金川②
叫・６．１

放流礫

①表面火逓型５．ｃ
－－ナノＪ′Ｅ

“.５３／

第６図放流地点及び再捕地点

地先放流

沖合放流をした残りの幼魚９６４尾を昭和４４年６月１日より波浮港内で網イケスにより

蓄養を開始した。蓄養開jit時の尾叉長組成（１６５尾のサンプリング）は第７図のとおりで，

平均尾叉長はl291izJIzであった。放流は昭和４４年７月１５日大島千波地先で２９０尾（尾

叉長１１２”～２７０”，平均l821izJiR），７月２３日大島波浮港口で２５尾（尾叉長１５２

７



”～２２０〃〃，平均l771lzJiZ）を放した。

７月１５日の放流時における尾叉長組成は第８図のとおりである。

蓄養中|/Ｃ使用した餌料は，ハマチ用粉末餌料８０妬小麦粉２０船差水で練ったものを用い

た。なお，蓄養中にイ

蕊lfL二H１ワ

Nニユ7。’
Ⅳ
、

４ｏ

3Ｄ

二。

I。

2５Ｃ…'二 ２０

第８図地先放流時における尾叉長組成
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6．要約

メダイ資源の補給に関して，伊豆諸島近海の流れ藻に付随する幼魚の出現状況，幼魚の食

性産卵期と生物学的最小形，標識放流による移動および年令査定の補遺を行ない，次の様な

結果を得た。

ｌ）伊豆諸島近海の流れ藻に付随するメダイ幼魚の出現期間は１月と４～６月（２～３月は

調査が残されている。）であった。

２）出現状況から伊豆諸島近海においてはメダイ幼魚が６月頃に最も多く出現すると推定さ

れる。

３）幼魚の遊泳層の移行はその出現状況から７月頃と推定される。

４）メダイ幼魚の食性は主として尾叉長５０ｍｍ以下のものは，ｃｏｐｅｐｏｄａ，５０７ｍ～

８０〃z"のものはｃｏｐｅｐｏｄａとｓａｇｉｔｔａであり８０”以上になるとｃｏｐｅｐｏｄａ

はみられなくなる。

５）メダイ成魚の産卵期は１１月～１月と推定される。

６）メダイの生物学的最小形は５００１ﾜz"～６００JzJm（推定年令４～５才）と推定される。

７）昭和４４年５月３１日に沖合放流，７月１５日と７月２３日に地先放流を行なったが，

再ｲ甫されたものは沖合放流の翌日６月１日に５３１hmはなれた地点で１国采集されたのみで

あった。

８）さらに材料を追加して検討した結果，輪紋は５月と１１月の年２回形成されることがほ

ぼ確認された。

－１０－



７．残された問題と解決方針

当場では，昭和４３年度よりメダイ資源調査に取組み，本年で２年目を終了した。この２

年間で，年令と成長，伊豆諸島近海におけるメダイ幼魚の出現状況症はじめとして，数多く

の漁業生物学的知見を得た。しかしながら，メダイの資源管理，漁況予測を行なうには，過

去２年間の調査では解決し得なかった多くの問題点が残されている。特に資源管理方策検討

の前段と左る生物学的知見が不足している。従ってこれら諸問題を究明するため，４５年度

は下記のような方針で実施したい。

１．資源補給に関して

（１）生物学的最小形の確認とその水揚高及び尾叉長別の孕卵数の調査。

（２）人工受精によるメダイ卵の初期発生と椎仔魚期の形態の解明と過去の資料からの卵，

椎仔の分布調査。

（３）流れ藻に付随するメダイ幼魚の食性転換と，遊泳層の移行要因の究明。

２．移動に関して

（１）流れ藻に付随するメダイ幼魚の標識放流調査。

（２）釣獲されたメダイ若年魚の標識放流調査。

（３）漁場別に採集したメダイ若年魚の鱗紋から，その形成パターンについて検討と，系群

分離の試み。

※特に２．に関しては，関係都県の協同調査を必要とする。
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取まとめ，流れ藻調査および標識放流仲村正二郎技師
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Ⅱキン〆タイ資源（三七樵におけるキンメダイ）

１．三七樵の漁場形態

方法

三七礁の詳細なる漁場形態の調査を，指導船「やしお」（１３．１７トン）によって行方自つ
た゜

三七樵のほぼ中心と思われる地点にブイを浮し，３２方位について水深３００ｍまでを魚

群探知機により測深した。また海潮流の影響は測深前に測定し，測深中は一定であると仮定
して，ベクトルの合成により補正した。

結果

三七樵の形態は，図１０の通りである。

麹Dl30C

]し／
０，０００

図１０三七,礁の 地型

2．三七#靴おけるキンメダイの尾叉長組成等

原則として，毎日一回指導船「やしお」（１３．７８トン）により，三七樵において，釣獲

したキンメダイの尾叉長組成は図１１の通りである。これから推定すると，三七樵における

キンメダイは，４年以下の若年魚であり，月による大巾な年令組成の変動はなかった。また，

(麹ネント（海底→０，川⑬ネント（２００→０ｍ）垂直曳を行なったが,キンメダイ

と,患われる卵稚仔は得られなかった。

水温と漁場形成，プランクトン分布と漁場形成との関係については，今回の調査結果から

は検討できないので省略する。
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〃
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(船長菊地寅好）
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